
活動報告 

―「第 69 回 CPD セミナー・公開講座・防災セミナー」― 

 
１．はじめに 

 令和 2年 11 月 20 日に「令和 2年度高知県支部

年次大会および第 69回 CPD セミナー・公開講座・

防災セミナー」を高知市内の高知会館で開催した。 

 参加者は、年次大会 37 名、セミナー・講座に

47名と盛会であった。 

 懇親会は、昨今のコロナ騒動により開催しなか

った。 

 今回は、“修習技術者支援セミナー”、“CPD セミ

ナー”、“公開講座”、“防災セミナー”と、盛りだ

くさんの講習会となった。 
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２．高知県支部年次大会 

開催に先立ち、高知県技術士会初代会長村山保

氏が今年の５月６日に他界（享年 102 歳）された

ことから、１分間の黙祷を行い、故人のご冥福を

お祈りした。 

 黙祷後、河野一朗支部長より挨拶があった。 

 

写真 1 会場の様子 

 

写真 2 河野支部長の開催挨拶 

 

四国本部 高知県支部 

事務局長 氏名 芝田 和仁 

Kazuhito SHIBATA 



 年次大会では、第 1～5 号・その他議案につい

て、事務局から説明し、全議案満場一致で承認さ

れた。 

第 1 号議案 平成 31 年度（令和元年）事業報告

承認の件 

第 2 号議案 平成 31 年度（令和元年）収支決算

報告承認の件 

第 3 号議案 監査報告 

第 4 号議案 令和 2 年度事業計画(案)承認の件 

第 5 号議案 令和 2 年度収支予算(案)承認の件 

その他 

 

写真 3 事務局からの説明状況 

 

２．第 69 回 CPD セミナー・公開講座・防災セミナー 

２．１．開会挨拶 

 開会の挨拶は、右城猛四国本部副本部長が行っ

た。 

 

写真 4 右城副本部長の挨拶 

 

２．２．四国本部の紹介 

 四国本部の紹介は、司会を務める西川準二事業

委員が行った。 

 四国本部の紹介の最後に、令和元年度技術士試

験の合格者 5 名が壇上に上がり紹介された。 

 

写真 5 西川事業委員の説明状況 

 

写真 6 新規合格者 5 名登壇 

 一人一人自己紹介があり、所属企業や職務内容、

趣味等の話があった。 

 5 名全て、建設コンサルタントに勤務する土木

技術者であり、科目は異なるが全員“建設部門”

での合格であった、 

２．３．青年技術士交流委員会の紹介 

 片岡寛志青年技術交流委員より、青年技術士交

流委員会の活動報告があった。 

 各県活動実績等の報告の後、高知県の青年技術

士交流委員の高齢化に伴い、若手技術者への入会

のお願いがあった。 



 

写真 7 現青年技術士交流委員（高知） 

２．４．修習技術者支援セミナー 

 松本直四国本部修習技術者支援委員より、修習

技術者支援セミナーの講義があった。 

 技術士・技術士制度、修習技術者の修習のあり

方、技術士の試験情報の話があった。 

 

写真 8 松本修習技術者支援委員の説明状況 

２．５．CPD セミナー 

 ＣＰＤセミナーは、“『ネパールでの技術支援活

動』～いまさら蛇籠？これからの蛇籠！～”と題

し、下村昭司大旺新洋(株)設計積算部部長が行っ

た。 

 セミナーの内容は、ネパールにおける技術支援

活動において、蛇籠を用いたこれまでの活動内容

であった。大学、建設コンサルタント等との連携

による技術支援であったこと、地形・地質・言語・

文化・習慣・技術力・調達できる材料等、日本と

は異なる条件の中で、苦労されたことがよく分か

る講義であった。 

 

写真 9 下村氏のセミナー状況 

２．６．公開講座 

 公開講座は、“四万十川の沈下橋の景観と維持管

理”と題し、佐川徳和四万十市上下水道課長補佐

が行った。 

 沈下橋の構造・景観・歴史・被災から落橋まで

の経過・調査・修復・工事内容等、多岐にわたる

講義であった。 

 

 

写真 10 佐川氏の講演状況 

２．７．防災セミナー 

 防災セミナーは、“『令和は国土強靭化の時代』 

～頻発・激甚化する自然災害への対応～”と題し、

北川尚(株)アンプル調査役が行った。 

 近年、全国各地で発生する自然災害の頻発・激

甚化、異常気象の原因、国土強靱化等に関し、グ

ラフや写真を活用し、分かりやすく、熱のこもっ

た迫力ある講義であった。 

 



 

写真 11 北川氏のセミナー状況 

３．閉会 

 閉会挨拶は、河野一郎高知県支部長が行った。 

 

写真 12 河野高知県支部長の閉会挨拶 

４．おわりに 

 令和 2年に入る前後から、全世界で猛威を振る

っている新型コロナウィルスの影響により、6 月

に予定していた高知県支部の春の総会は中止にな

った。 

 日本中で 3密を避けるため、講習会・懇親会が

軒並み中止となり、新型コロナウィルス感染症対

策が行われている。 

 今回のセミナー・公開講座も、コロナウィルス

感染症対策として、マスク着用・ソーシャルディ

スタンスの確保・消毒液の使用・仕切り板の設置

を行った。 

 開催後、2 週間以上経ったが、出席者の新型コ

ロナウィルス感染の連絡が無いため、無事に終わ

ったと思われる。 

 今後も、新型コロナウィルスの影響により、講

習会や懇親会の中止や延期が続くと思われる。 

 事務局としては、社会情勢を鑑みて、感染症対

策を行った上で、より良いセミナー・公開講座の

開催に努める所存である。 

                 －以上― 


